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研究成果の概要（和文）：現代では、多くの業務が多種多様な情報システムを介して行なわれることが日常とな
った。このようなシステムを開発するIT人材には、プログラミングのような技術的なスキルとともに、目的の成
果物を様々な制約の中で期限までに完成させるマネジメント能力が必要である。
多くのIT人材は大学の文系学部、とりわけ経営学部や商学部といったビジネス系、社会科学系と呼ばれる学部出
身者である。このような学生にITプロジェクトマネジメントを身につけるための教育を、大きなカリキュラムの
変更を行なわずに、既存の授業や学内行事、地域や企業との連携によりパッケージ化し、提案することができ
た。

研究成果の概要（英文）：Conducting tasks through the use of a range of information systems has 
become common in this day and age for many operations. IT personnel who develop such systems require
 both technical skills, such as programming skills, and management skills which will allow them to 
complete their desired deliverable under various limitations within their deadline. Many IT 
personnel graduate from college with a degree in the business field, such as commerce or business 
administration, or the social science field. I was able to propose the idea of incorporating 
education for learning IT project management skills, which these students need, by cooperating with 
businesses and the local community, and working with existing on-campus events and classes while not
 implementing any major changes to the curriculum.

研究分野：プロジェクトマネジメント
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
各種メディアの調査、多くの学術論文など
でも指摘されているように、情報システムや
ソフトウェアなどの開発を行う IT プロジェ
クトの成功率は３０％程度といわれている。
（この成功の定義は、簡単に言えば、期限と
予算を超過せず、求められる機能と品質の成
果物を完成させることである。） 
成功率の低い原因はプロジェクトマネジ
メントが不完全であるからだと言われてい
る。決して開発者の知識やスキルが低いわけ
ではなく、プロジェクト全体をマネジメント
する能力が各企業はもちろんのこと、社会的
に不足していることが一因である。しかしな
がら、現場を支えるエンジニアたちの多くは
マネジメントやビジネスを学んできた社会
科学系大学出身者であり、IT スキル以上にマ
ネジメント能力に長けているのにもかかわ
らず、彼らが学んできたマネジメントが活か
せないという問題も浮かび上がってくる。 
 
２．研究の目的 
論点を整理すると、（１）マネジメントの
領域を学ぶ機会に恵まれた経営学部や商学
部といった社会科学系大学学部出身の IT エ
ンジニアは多いが、マネジメント領域であり
ながら、大学では専門的にプロジェクトマネ
ジメントを学んでいないことが多い。（２）
マネジメント分野を積極的に学ぼうとして
いた学生であっても、IT プロジェクトに関し
てはマネジメントの対象と考えないまま、社
会に出てしまうということがありうる。（３）
現在の情報化社会において必須のアイテム
である情報システムの導入など IT プロジェ
クトにおいては、発注者側に上記のような学
生であった人間が多いため、IT プロジェクト
の失敗要因となっている。（４）開発者側の
エンジニアだけに IT プロジェクトマネジメ
ントを理解させても、IT プロジェクトの成功
率は上がらない。（５）将来の開発者と発注
者の両方のために、大学の科目ではマネジメ
ント領域において IT プロジェクトマネジメ
ントを学ぶ必要がある。（６）もともとはマ
ネジメントを学びたい学生が多いうえに、対
応する授業科目も揃っている。そのため、大
きなカリキュラムの変更などをせずに、現状
に近い形で IT プロジェクトマネジメントを
学ばせるための教育手法や教育システムを
開発できるはずである。本研究は、（１）か
ら（５）のような背景から、（６）の動機に
基づいて実施している。 
つまり、経営学部や商学部のような社会科
学系あるいはビジネス系と呼ばれる大学の
学部において、将来のシステムエンジニア
（以下 SE）あるいは、企業内システム導入に
携わることのできる人材といった、IT 人材の
育成に繋がる IT プロジェクトマネジメント
の学びを可能にするための教育方法の確立
を目的とする。 
 このような学部では、SEを育成することを

主目的とした教育が行なわれているわけで
はない。しかし、断片的には関連する科目が
あるのは事実であるし、多くの SE は、この
ような学部を卒業して職に就いていること
も事実である。 
 また、SE という職業が、プログラミングを
はじめとする IT 関連知識だけではなく、ビ
ジネスやマネジメントといった分野を学ん
できた学生の経験や知識を必要としている
ことも事実である。 
 そのため、既存のカリキュラムの中で、ゼ
ミナール等演習科目でのアクティブラーニ
ングや地域連携、企業とのコラボレーション
を工夫しパッケージ化し、IT プロジェクトマ
ネジメント教育の雛形を作ることを目的と
した。 
 
３．研究の方法 
 先行研究、筆者のこれまでの授業記録、企
業との協力、地域連携を整理し、この 3年間
に、教育内容を適切に組み合わせて、授業実
践を行なった。その際の学生の行動、成績、
学生からのアンケート結果等を元に、最適な
組み合わせを見つけてパッケージ化するこ
ととした。 
 先行研究の多くは、プログラミング教育、
PBL、アクティブラーニング、プロジェクト
マネジメントに関する企業事例等である。筆
者の授業記録の多くは、プログラミング教育、
ゼミナールにおける模擬的なシステム開発
である。地域との連携は、プログラミングを
学ぶ学生が責任を持って知識を活用するこ
とを狙った活動として、地域住民に対するプ
ログラミング教室の開催プロジェクトや、地
域のイベントに企画段階から参加するボラ
ンティア活動である。 
 成績やアンケートを含め、学生の個人情報
に関わるデータは確実にセキュリティ管理
を行なっている。 
また、国内の学会、研究会等で中間的に報
告を行ない、同様の研究者や教育者からの意
見を集約しさらに改良を行ないながら研究
を進めてきた。 
 
４．研究成果 
(1)主たる成果 
 主たる成果は、一般的な経営学部や商学部
のカリキュラムを変えることなく、既存のカ
リキュラムの中で、ゼミナール等演習科目で
のアクティブラーニングや地域連携、企業と
のコラボレーションを工夫しパッケージ化
し、IT プロジェクトマネジメント教育の雛形
を作ることができた点である。また、その研
究過程で、地域連携の重要性を再認識したこ
と、中小零細 IT 企業が求める人材像の把握
ができたことも得た知見といえる。さらに、
教育パッケージを構成する一つとして、IT プ
ロジェクトマネジメント研究の中で学生の
学習状況の把握を行なうことと、新しいタイ
プの協調学習のツールとして SNS型 CAI を開



発し、パイロット版での実験を実施している
ことである。以下、得た知見を研究過程とと
もに述べる。 
 
(2)経営学を学ぶ学生への対応 
ビジネス系学部では、多くの場合、経営学
総論や経営学入門のような科目が1年次に配
当されており、経営学に関して一通りの基本
概念を学ぶ。 
経営、すなわちマネジメントの基本は、ヒ
ト、カネ、モノ、及び情報を資源として管理
することであるから、プロジェクトマネジメ
ントにもその基本は当てはまる。その上で、
PMBOK のような知識体系を、事例や経験を参
考にしながら学生に学ばせることで、経営学
領域の専門科目との関連を意識させること
ができると考えている。 
 ただ、経営学の授業でソフトウェア開発を
事例に多くを説明することはない。前述した
ように、SE のような技術者の半数は文系出身
である。彼らがプロジェクトマネジメントの
概念に触れるのは就職してからになろう。人
材育成やキャリア教育の観点からいえば、大
学時代の学びと職業を意識的に一致させる
ことは重要であろう。その意味で、プログラ
ミングのような科目では、理系的なイメージ
を払拭し、その先にあるソフトウェア開発の
現場の話につなげるよう工夫しなければな
らない。 
 
(3)身近な学びと効果 
同時に、プロジェクトマネジメントの知識
やスキルが身近にも存在するということを
体験から学ばせることが必要であると考え
ている。それが学園祭のような学内行事での
プロジェクトへの参加である。そこで学生た
ちの体験したプロセスがプロジェクトマネ
ジメントの知識のどの部分に該当するのか
を考えさせている。 
申請者は、これまで学園祭での模擬店参加
を複数の大学で実践してきた。計画から調達
といったプロセスと同時にビジネスの主体
となる商品開発の準備プロセスが存在する
ため、多面的に、資金や人員などの制約を考
えながら学園祭当日までの進捗管理を行な
わなければならない。こういった環境は、IT
分野にかかわらず、現実のプロジェクトを想
起させ、学生の意欲向上に寄与していると考
えられる。 
ボランティア活動に関しては、地域連携と
して大まかに2つのタイプの実践を行なった。
一つは、高齢者向けパソコン講座のような情
報関連講座企画であり、その準備段階から当
日の活動までをマネジメントさせている。 
もう一つは、地域の祭りなど学生だけでは
企画できない大きなイベントのボランティ
アスタッフに志願させることで、プロジェク
トの内側を見学させ、自身の経験と比較させ
ることである。 
これらの経験もまたプロジェクトマネジ

メントの知識体系と比較させることで、より
理解が進むと考えている。 
 
(4)パッケージ化の実践  
本研究では、これまでに述べた活動を有機
的につなげ、パッケージ化する試みを行なっ
ている。具体的には、図 1のように、授業と
ゼミ、学内行事・課外活動、その先に地域や
企業の協力を得て、体験的に、プロジェクト
マネジメントを学ぶ環境を作った。 
中核となるのはアルゴリズムを中心とし
た基本的なプログラミングの授業と、データ
の共有を経営やビジネスの視点で考えさせ
る経営情報システム関連の授業である。これ
らの授業は個別にスキルアップを狙ったも
のではなく、修得した知識やスキルを活用し
て、その理解や定着を高める PBL の様式を取
り入れている。これらの授業で、関心を持っ
た学生を積極的に学内の Webページや Webシ
ステム開発といった課外活動に参加させる
ことで、さらにその効果を高めた。 
この活動では、これまでに Web ベースの出
席管理やアンケート管理といった学習支援
や管理に関するシステム開発を行なってき
た。この活動を、同じ学生という身近な人物
による事例として授業で紹介し活用してい
る。さらに、本研究に協力いただいているシ
ステム開発業者には、インターンシップや授
業での講演などを通じて協力を得た。これに
より教科書的内容から、事例を中心とした現
実を理解できる学習環境を整えた。 
 

 
図 1 パッケージ化の内容と相互関係 
 
(5)学習システムの構築 
グループ学習での連携を深める SNS 型 CAI
のパイロット版を構築した。このシステム構
築の基本的な利用方法は、プロジェクトマネ
ジメントに関する知識を選択問題として解
答させることである。ただし、単なる CAI で
はなく、SNS の機能を持ち、いわゆる友達と
して繋がっている学生間では学習状況やス
コアが相互に閲覧でき、コメントを送り合う
ことができる。一般的な CAI では、繰り返し
問題に挑戦することでスコアが伸びてくる
ことに期待するが、個人的な向上を狙うだけ
ではなく、コメントを通じてグループでの学
習へと拡張することが目的である。 
このグループは、そのまま模擬的な簡易シ



ステム開発を行なうチームでもあり、CAI に
よる問題演習を通じてでも、チームでのコミ
ュニケーションが維持できる。これは、反復
的な練習問題解答による学習効果を期待す
るだけではなく、今後の工夫によっては、プ
ロジェクトを円滑に進めるためのコミュニ
ケーションマネジメントの能力向上にも繋
げられると考えている。 
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